
　沖縄を訪れる観光客数が好調に推移
する中、那覇港へのクルーズ船の寄港
需要も年々高まりを見せており、平成
30 年の寄港回数は 243 回と全国港別
寄港回数で第 2 位となるなど、国内有
数のクルーズ船寄港地へと発展してきま
した。
　一方、船舶の大型化や現在、複数
のクルーズ船が同時寄港する際は、や
むを得ず貨物岸壁で受け入れており、
旅客の安全性や円滑な CIQ（税関・入出国審査・検疫）手続き、さらには大型バスやタクシーなどの二次交通待機場
の不足といった課題が指摘されていました。

仕
事
の

【開発建設部】
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経
済
産
業
部
中
小
企
業
課
で
は
、
県

内
の
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
下
請
事

業
者
の
訪
問
、
個
別
相
談
等
を
実
施
し
て

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
、
下
請

中
小
企
業
振
興
法
の
法
令
遵
守
や
違
反

行
為
の
是
正
指
導
、
取
引
環
境
の
実
態

把
握
等
を
通
し
て
、
よ
り一層
の
下
請
取

引
の
適
正
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に

毎
年
11
月
は
、
下
請
取
引
適
正
化
推
進

月
間
と
し
て
普
及
・
啓
発
事
業
を
集
中

的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
月
間
事
業
の一

つ
と
し
て
11
月
18
日
（
月
）、
那
覇
第
2

地
方
合
同
庁
舎
2
号
館
に
お
い
て
、
総
務

部
公
正
取
引
室
と
共
同
で
下
請
取
引
適

正
化
推
進
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
習
会
に
は
42
の
企
業
か
ら
61
人
の
担
当

者
が
参
加
し
、
下
請
取
引
に
適
用
さ
れ
る

法
令
の
概
要
、
中
小
企
業
の
下
請
取
引

条
件
改
善
に
向
け
た
施
策
や
取
組
、
働
き

方
改
革
の
推
進
と
下
請
取
引
、
10
月
1

日
か
ら
実
施
さ
れ
た
消
費
税
率
10
％
の
適

正
な
転
嫁
対
策
、
下
請
か
け
こ
み
寺
の
事

業
等
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
参
加
が
か
な
わ
な
か
っ
た
方
に

つ
き
ま
し
て
も
、
下
請
取
引
に
関
す
る
ご

相
談
や
ご
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
次

の
相
談
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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総
務
部
公
正
取
引
室
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経
済
産
業
部
中
小
企
業
課

☎
0
9
8
ー
8
6
6
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1
7
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下
請
か
け
こ
み
寺

☎
0
9
8
ー
8
5
9
ー
6
2
3
7講習会の様子

令
和
元
年
度
下
請
取
引
適
正
化

推
進
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語

　〜
無
茶
な
依
頼
　し
な
い
さ
せ
な
い
　受
け
入
れ
な
い
〜

表彰式の様子

名桜大学RESAS研究会による
プレゼンテーション

「
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
9
」

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞
等
を
授
与
！

　「
地
方
創
生
☆
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス

ト
」
は
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

（
R
E
S
A
S
：
リ
ー
サ
ス
）
を
活
用
し

て
デ
ー
タ
に
基
づ
く
地
域
課
題
の
分
析
を

行
い
、
地
域
を
元
気
に
す
る
よ
う
な
政
策

ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

地
方
審
査
・
全
国一次
審
査
・
最
終
審
査

を
経
て
、
地
方
創
生
担
当
大
臣
賞
及
び

優
秀
賞
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

特
に
優
秀
な
政
策
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
賞

を
授
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
沖
縄
管
内
に

お
い
て
は
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長

賞
、
経
済
産
業
部
長
賞
及
び
奨
励
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞
者
及
び
作

品
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞

名
桜
大
学
R
E
S
A
S
研
究
会
　
様

「
沖
縄×

美
ら
海×

マ
ル
シェ
」（
分
析

対
象
地
域
：
本
部
町
）

経
済
産
業
部
長
賞

上
原
　
崚
輔
　
様
（
金
沢
大
学
）

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
酒
場
＆
カ

フェ
」（
分
析
対
象
地
域
：
那
覇
市
）

奨
励
賞

金
城
　
聡
真
　
様
（
金
沢
大
学
）

「
沖
縄
県
八
重
瀬
町
　
故
郷
の
人
口
問

題
の
提
言
」（
分
析
対
象
地
域
：
八
重

瀬
町
）
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令
和
元
年
11
月
18
日
に
開
催
し
た
授

与
式
で
は
受
賞
者
に
よ
る
発
表
も
行
わ

れ
、
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長
賞
を

受
賞
し
た
名
桜
大
学
R
E
S
A
S
研
究

会
か
ら
は
、
年
間
来
訪
者
数
約
5
0
0

万
人
の
美
ら
海
水
族
館
と
協
力
し
、
本

部
町
の
地
域
資
源
で
あ
る
ア
セ
ロ
ラ
な
ど

を
活
用
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

政
策
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
部
で
は
県
内
に
お
け
る
R
E
S
A
S

の
普
及
を
目
的
と
し
て
出
前
講
座
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
R
E
S
A
S
」
と
は
、Regional Econom

y (and) 
Society A

nalyzing System

の
略
で
、
人
口
動
態
や

産
業
構
造
、
観
光
等
の
地
域
経
済
に
関
わ
る
官
民
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
可
視
化
し
て
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　経
済
産
業
部
企
画
振
興
課

　
　担
当
：
長
嶺
・
仲
宗
根
・
宮
城
・
比
嘉

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
1
7
2
7 

E-m
ail. resas-okinaw
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m
eti.go.jp

那覇港国際クルーズ拠点
整備事業起工式を開催

～「東洋のカリブ構想」実現へ　那覇港が官民連携による
　  国際クルーズ拠点形成に向けた第一歩を踏み出す～

事業の背景

　11 月 10 日（日）、赤羽一嘉国土交通大臣や地元選出国会議員の他、MSC 及び RCL
など多くの関係者や来賓が出席し、内閣府 沖縄総合事務局と那覇港管理組合の共催で「那
覇港国際クルーズ拠点整備事業」の起工式が開催されました。

　赤羽大臣は「地理的優位性と豊富な観光資源を活かし、国内及び東アジア地域有数のクルーズ船寄港地となっている
那覇港において、本事業は沖縄県が掲げる『東洋のカリブ構想』実現に向けて大きな一歩であり、令和 4 年春の供用を
目指して、しっかりと取り組んでいく」旨、挨拶を述べられました。また、衛藤晟一内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方
対策担当）の挨拶を原宏彰内閣府沖縄振興局長が代読し、「大きなポテンシャルを有する那覇港において、世界有数の
クルーズ船社 2社が優先使用権を活かし、歴史・文化・自然・食など、沖縄の魅力を存分に堪能できる素晴らしいクルー
ズツアーに繋げ、世界各地からのクルーズ客の集客に
大きく貢献するものと期待している。内閣府として那覇
空港第 2 滑走路を
含め、港湾・空港
の整備をしっかりと
進め、沖縄の振興
に全力を尽くす。」
と述べられました。

起工式の概要

　このような中、平成 31 年 4月、那覇港は国土交通大臣から「国際旅客
船拠点形成港湾」に指定され、港湾管理者の那覇港管理組合と世界有数
のクルーズ船社、MCSクルーズ社（以下MSC）、ロイヤル・カリビアン・クルー
ズ社（以下 RCL）が連携して、国際クルーズ拠点形成に向けた取り組みを
スタートしました。本事業では、新港ふ頭地区において、世界最大級 22 万
トン級のクルーズ船に対応する岸壁、泊地などを国が、駐車場などを那覇
港管理組合が、ターミナルビルを MSC、RCL が整備します。これにより、
22 万トン級のクルーズ船受け入れや複数船舶の同時寄港の際の安全かつ
安定した受け入れが可能となり、旅客移動時の安全性や CIQ 手続きの効
率化、さらには円滑な二次交通へのアクセスなど旅客の利便性が向上しま
す。また、連携船社には岸壁の優先的な使用が認められ、官民一体となっ
た取り組みにより、更なる観光振興が期待されます。

那覇港国際クルーズ拠点整備事業

開発建設部　港湾計画課　☎098ー 866ー 1906

記念撮影赤羽国土交通大臣 原沖縄振興局長
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